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3012 【一問一答】

個人 やちまた２１
質問者氏名

１ 小澤 孝延

質 問 事 項 要 旨

１．地域活性化 (１)市有地（財産）活用

①八街駅北口の市有地利用検討委員会の開催と検討状況は。

②市有地利用検討委員会に市民の意見を反映する仕組みは。

③市有地で開催された各イベントの実績と評価は。

④市有地のインフラ整備を。

⑤市有地貸出し要綱の整備を。

(２)イベント連携

①地域活性化に繋がる各イベントの開催状況は。

②当市が関わるイベントの企画・運営のあり方は。

③同日や連携して開催することによる相乗効果を追求しては。

④当市のプロモーションを含めたイベント告知のあり方は。

⑤インバウンドを含めた観光客の受け入れ態勢は。

２．安全・安心 (１)交差点等危険箇所整備

①危険と認識している箇所と事故の状況は。

②横断歩道や歩道、信号機設置の申請状況は。

③今年度の整備実績と整備が進む目処は。

④整備の優先順位は。

⑤今出来る安全対策を。

３．人材育成 (１)教育環境整備

①教育センター独立の組織案と具体的なスケジュールは。

②教育センターを独立させることで学力向上以外の展望は。

③教育委員会から見る人材育成や地域づくりとは。

答 弁 要 求 者 市 長・教育長・担当部課長
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3012 【一問一答】

個人 公明党
質問者氏名

２ 新宅 雅子

質 問 事 項 要 旨

１．道路 (１)計画的な道路整備を

①主要地方道富里・酒々井線の住野十字路を避ける車輌が細い

道路を速度を下げずに通行する。歩行者の安全確保をどのよ

うに図ったら良いか。

②集中豪雨に備えた冠水対策を願う。特に主要地方道富里・酒

々井線の三島畳店の前。

③道路の経年劣化による停止線・横断歩道の年次修正計画策定

は如何か。

(２)ドライブレコーダーについて

①公用車にドライブレコーダーの搭載を希望するが現在何台

搭載されているか。

②職員の安全のため必要と考えるが設置計画は如何か。

２．不登校問題 (１)市内の不登校児童・生徒の人数は。

(２)適応指導教室の現状は如何か。

(３)卒業時の進路で「在宅」という欄が必ずあるが、次年度以

降進学した生徒は何人いるのか。

答 弁 要 求 者 市 長・教育長・担当部課長
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3012 【一問一答】

個人 公明党
質問者氏名

３ 角 麻子

質 問 事 項 要 旨

１．利用しやすい公共施 (１)老人福祉センター

設に ①改修に向けての進捗状況を伺う。

(２)図書館

①公衆無線ＬＡＮ環境の整備を望むが。

２．図書の充実 (１)ＬＬブックについて

①ＬＬブックの学校図書館への配備が推奨されているが、本市

の各小中学校への周知は。

②ＬＬブックの特別支援学級や学校図書館への導入は。

③図書館におけるＬＬブックの蔵書状況は。

④図書館にＬＬブックコーナーを設置する考えは。

３．児童生徒の通学環境 (１)通学時のかばん重量について

①小中学校の状況について。

②減量化対策の取り組みについて。

４．ごみ減量問題 (１)古着回収について

①衣類や靴、ぬいぐるみ等の回収から海外に移送されるルート

について。

②回収状況について。

(２)ごみ分別早見表について

①市民の反響について。

答 弁 要 求 者 市 長・教育長・担当部課長
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3012 【一括質問】

個人
質問者氏名 桜田 秀雄

４

質 問 事 項 要 旨

１．市政運営 (１)選挙結果

①市長・市議会議員補欠選挙の予算執行状況。

②市長・市議会議員補欠選挙の選挙ポスター作成経費執行状

況。

(２)市政運営

①市民のための市政運営について。

２．安心安全なまちづく (１)防犯

り ①市内犯罪統計の推移。

②防犯団体の現状、組織拡大の取り組み状況。

③ながら防犯活動の組織化。

(２)防災

①家庭用火災報知器の設置状況。

②条例の整備。

３．道路問題 (１)道路整備

①私道団地の道路整備助成制度の創設。

②グリーンベルトの拡充計画について伺う。

答 弁 要 求 者 市 長・選挙管理委員会・担当部課長
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3012 【一問一答】

個人 日本共産党
質問者氏名

５ 京増 藤江

質 問 事 項 要 旨

１．高齢者に安心のまち (１)地域包括支援センターを各中学校区に設置を

づくり推進を ①見守り・支援体制の強化を。

２．子育て・若者支援の (１)総合相談窓口の設置について

充実を ①専門相談員の十分な配置を。

(２)ひきこもり施策について

①若者サポートステーション設置を。

３．教育の充実を (１)勉強がよくわかり、いじめのない楽しい学校にするために

①教職員を増やし長時間労働の是正を。

②特別教育支援員増員を。

③子どもから発信できる制度創設を。

(２)長欠・不登校施策の充実について

①小学校高学年への対応充実を。

②家庭への支援充実を。

③受け皿・居場所の確保を。

(３)専門職員の確保について

①専門職の十分な確保を。

②身分保障について。

答 弁 要 求 者 市 長・教育長・担当部課長
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3012 【一問一答】

個人 誠和会
質問者氏名

６ 鈴木 広美

質 問 事 項 要 旨

１．地域活性化に向けた (１)落花生まつりについて

街づくり ①今年の落花生まつり全体の評価は。

②昨年のアンケートの内容は今年、反映されたのか。

③会場の問題点は。

④次回に向けての考えは。（予算も含めて）

(２)庁舎の解体・活用について

①市役所第２庁舎の解体計画の状況は。

②解体後の活用計画について。

(３)外部人材の活用について

①「地域おこし協力隊」「地域おこし企業人」「地域力創造力ア

ドバイザー」などの活用の考えは。

②民間企業からの人事交流の考えは。

(４)組織の見直し、合理化について

①災害対策担当者について。

②カーブミラーの担当課について。

答 弁 要 求 者 市 長・担当部課長
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3012 【一問一答】

個人 誠和会
質問者氏名

７ 山口 孝弘

質 問 事 項 要 旨

１．未来を見据えた福祉 (１)福祉・介護業界の問題

の向上を ①八街市内の福祉・介護業界の人材定着・確保について現状

は。

②市として福祉・介護業界の人材定着・確保について協力・

支援の考えは。

(２)療育手帳に関する問題

①知能がグレーゾーンもしくは高い方であっても発達障害と

認められた方に対しての療育手帳の交付状況は。

②現状の問題をどうとらえ、今後の対策について。

(３)包括支援センターの課題と対応

①担当地域の地域包括支援センターに対する周知度はまだ低

い。課題に向けての取り組みは。

②要支援者に対するプランづくりに追われ、「介護予防セン

ター」化しているとの声もあり、本来行うべき相談支援に

対応できているのか心配である。現状と今後の課題は。

③基本的には介護予防支援の利用者の訪問は３カ月に１回と

されているが、難しい点もあると考えられる。現状と今後

の課題は。

④個人情報が唱えられている中で、紙媒体での情報を交換す

ることも多い。職種ごとの連携やフィードバックも欠かせ

ないため、それをサポートするシステムの整備が求められ

ると思うが現状と課題は。

⑤包括支援センターは現在２か所開設しているが３か所目に

ついて今後の考えは。

(４)増え続ける福祉財源

①増え続ける福祉財源に対応するため、市として今後取り組

むべき課題と対応は。
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２．東京オリンピック・ (１)応援体制の構築

パラリンピックに向 ①東京オリンピック・パラリンピックに向けた八街市出身の

けた対応 選手の応援体制の構築を。

(２)キャッシュレス化

①東京オリンピック・パラリンピックまでにキャッシュレス

社会の実現に向けた対応を。

答 弁 要 求 者 市 長・担当部課長
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3012 【一問一答】

個人 誠和会
質問者氏名

８ 山田 雅士

質 問 事 項 要 旨

１．教育問題 (１)八街市の教育現場でのいじめや非行の状況は。

(２)道徳教科化の影響は。

(３)教職員の働き方改革の状況は。

(４)教育現場での問題解決にスクールロイヤーの活用は。

２．ロードレース大会に (１)今年度のロードレース大会の評価は。

ついて (２)次年度に向けての課題や取り組みは。

３．防災対策について (１)今年度の八街市の災害の被害状況は。

(２)防災対策強化の取り組みは。

(３)避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）の推奨は。

答 弁 要 求 者 市 長・教育長・担当部課長



- 10 -

3012 【一問一答】

個人 新誠会
質問者氏名

９ 石井 孝昭

質 問 事 項 要 旨

１．八街市まち・ひと・ (１)地方創生について

しごと創生総合戦略 ①八街市まち・ひと・しごと創生総合戦略の成果・検証は。

について ②八街市地方人口ビジョンの位置付けと将来人口の展望につ

いて。

③八街市の今後の地方創生と地域創成について。

２．地域活性化策につい (１)八街市が考える「地域ブランド戦略」とは。

て (２)八街市のシティプロモション(シティセールス)の取り組み

の現状は。

(３)シビックプライド(市民の愛着や誇り)の醸成について。

３．教育問題について (１)教育センターの役割とは。

(２)教育センターと教育現場との連携について。

(３)「置き勉」（置き勉強道具）についての考え方は。

(４)「バジガク」（東関東馬事専門学院）と本市の関わりにつ

いて。

答 弁 要 求 者 市 長・教育長・担当部課長


